
東北インフラ・マネジメント・
プラットフォームの構築と展開

東北大学大学院工学研究科

インフラ・マネジメント研究センター

渡邉弘子

2017年9月13日

土木学会H29年度全国大会（福岡）



Center for Infrastructures Management Research , Tohoku University 

本研究の背景
社会インフラの適切な維持管理は喫緊の課題
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笹子トンネル天井版崩落事故
（2012年12月）

木曽川大橋
斜材破断事故
（2007年）

水道管の老朽化による道路陥没
（年間5000件以上）
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本研究の背景

道路の老朽化対策の本格実施に関する提言

社会資本整備審議会 道路分科会（２０１４年４月１４日）

公共施設等総合管理計画
の策定要請

総務省（２０１４年４月２２日）
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寒冷地特有の厳冬による損傷 東日本大震災による地震と津波の被災

東日本大震災の後遺症 復興の本格化に伴うインフラの酷使

東北地方の置かれた状況
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東北大と東北地整の連携協定締結
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2013年12月19日河北新報

2013年12月18日



Center for Infrastructures Management Research , Tohoku University 

東北大学インフラ・マネジメント研究センター設立

2014年1月15日開所式

2014年1月16日河北新報

 自治体の技術支援
 人材育成
 インフラの維持管理に関する研究
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東北大学インフラ・マネジメント・
プラットフォーム 設立

2017年1月30日キックオフ
2017年5月18日第1回協議会
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プラットフォームの構成組織
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・宮城県土木部
・仙台市建設局
・岩沼市
・名取市
・山形県県土整備部
・上山市

・インフラマネジメント研究センター（工学）
・震災復興研究センター（経済） ・八戸工業大学 ・岩手大学

・秋田大学 ・日本大学

・東日本高速道路（株）
東北支社

・（株）ネクスコ・
エンジニアリング東北

・（一社）東北地域づくり協会
・（公財）山形県建設技術センター
・（公社）宮城県建設センター
・建設コンサルタンツ協会東北支部
・東北測量設計協会

・国土交通省
東北地方整備局
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プラットフォームの活動テーマ
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プラットフォームの活動例１
道路維持管理システムの地方自治体向け改良

10

ＳＩＰ成果を活用した山形県のデータベース開発 DBMY

SIP（Cross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program

・ 戦略的イノベーション創造プログラム）とは

内閣府総合科学技術・イノベーション会議が司令塔機能を発揮して、府省の枠や旧来の分野を超えたマネジメ

ントにより、科学技術イノベーション実現のために創設した国家プロジェクト。課題の一つに、「インフラ維持管理・

更新・マネジメント技術」がある。（内閣府ホームページより）

S I P 研 究 テーマ

研究責任者:
東日本高速道路㈱ 上田 功

高度なインフラ・マネジメントを

実現する多種多様なデータの

処理・蓄積・解析・応用技術

の開発

自治体向け
インフラDBを開発

ニーズを
情報提供

成果を
貞享

SIP成果「自治体向けインフラDB」を改良した、

山形県向けのデータベースシステム（DBMY）の共同開発・運営

東北大学
ＩＭＣ

山形県

山形県建設
技術センター

サービス

の提供 県内
全３５
市町村

DBMY の全体像

山

形

県

基

準

様

式

● 産学官連携による高い技術力

● 山形県の状況への適合性

を両立した高品質で使いやすい

データベースシステム

短期間で・経済的に 導入実現

※ 市町村にも安価にサービスを提供

SIP成果活用のメリット

SIP成果を活用
自治体向けインフラDB

データベースエンジン

・ 書込み

・ 記 録

・ 読出し

定期点検

診断

補修履歴

登
録
更

新

抽
出
閲
覧

各種帳票
（県基準・国基準）

532160490 真鶴橋 132.5 6.0 4 鋼橋 蟻喰羽前豊里停車場線 04最上 0 昭和 54 36 昭和47年3月 予防

532165980 蟻喰橋 2.3 11.1 1 RC橋 蟻喰羽前豊里停車場線 04最上 0 昭和 36 54 昭和31年5月 対症

532165990 石名坂橋 4.6 5.4 1 RC橋 蟻喰羽前豊里停車場線 04最上 0 昭和 36 54 昭和31年5月 対症

532260720 大沢橋 76.6 7.5 3 PC橋 砂子沢小又釜渕線 04最上 0 昭和 46 44 昭和43年3月 予防

532260730 小川内橋 54.7 7.0 2 鋼橋 砂子沢小又釜渕線 04最上 0 昭和 52 38 昭和47年3月 予防

532261210 三滝橋 20.0 12.0 1 PC橋 砂子沢小又釜渕線 04最上 0 平成 10 17 平成8年12月 予防

532266060 小川内堰橋 2.4 9.2 1 BOX 砂子沢小又釜渕線 04最上 0 平成 5 22 平成2年2月 対症

532266070 日暮沢橋 7.3 3.1 1 PC橋 砂子沢小又釜渕線 04最上 0 昭和 44 46 昭和43年3月 予防

532266080 三の滝沢橋 7.3 7.2 1 BOX 砂子沢小又釜渕線 04最上 0 昭和 48 42 昭和47年3月 対症

532266090 小松倉沢橋 5.0 4.8 1 RC橋 砂子沢小又釜渕線 04最上 0 昭和 38 52 昭和31年5月 対症

532365960 稲沢橋 4.8 6.0 1 RC橋 稲沢下野明線 04最上 0 昭和 51 39 昭和39年8月 対症

532460290 家ノ浦橋 39.5 8.5 1 鋼橋 平岡日当線 04最上 0 平成 6 21 平成2年2月 予防

532461180 溜池沢橋 14.8 8.5 1 PC橋 平岡日当線 04最上 0 平成 7 20 平成2年2月 予防

532465050 湯元橋 14.0 8.5 1 PC橋 平岡日当線 04最上 0 平成 4 23 平成2年2月 予防

532466440 手代森橋 9.8 8.2 1 PC橋 平岡日当線 04最上 0 昭和 61 29 昭和55年2月 予防

532466450 谷口橋 7.3 8.6 1 PC橋 平岡日当線 04最上 0 昭和 53 37 昭和48年4月 予防

532466460 日当沢橋 4.0 8.3 1 BOX 平岡日当線 04最上 0 平成 3 24 示方書適用外 対症

532560740 法田橋 131.2 7.8 6 鋼橋 東法田大堀線 04最上 0 昭和 52 38 昭和47年3月 予防

532566000 窓塞橋 2.5 5.7 1 RC橋 東法田大堀線 04最上 0 昭和 46 44 昭和43年3月 対症

532566790 野頭１号橋 2.5 8.0 1 BOX 東法田大堀線 04最上 0 昭和 51 39 昭和48年4月 対症

532660930 杉の入沢橋 15.6 7.0 1 PC橋 杉ノ入月楯線 04最上 0 昭和 57 33 昭和47年3月 予防

532666860 反橋 8.3 3.3 1 鋼橋 杉ノ入月楯線 04最上 0 昭和 39 51 昭和31年5月 予防

532860760 古川橋 29.4 9.4 1 PC橋 神田川口線 04最上 0 昭和 58 32 昭和55年2月 予防

532860770 向居橋 187.8 11.0 5 鋼橋 神田川口線 04最上 0 平成 15 12 平成8年12月 予防

532866270 中島橋 4.3 8.0 1 BOX 神田川口線 04最上 0 昭和 46 44 昭和43年3月 対症

533060820 赤松橋 40.5 11.0 1 鋼橋 福寿野熊高線 04最上 0 平成 10 17 平成7年復旧仕様 予防

533060830 大浦橋 117.5 10.0 4 鋼橋 福寿野熊高線 04最上 0 平成 20 7 平成14年3月 予防

533060920 烏川大橋 288.0 9.8 6 鋼橋 福寿野熊高線 04最上 0 昭和 61 29 2次 昭和48年4月 予防

533060950 福地橋 96.0 10.0 4 鋼橋 福寿野熊高線 04最上 0 昭和 59 31 2次 昭和48年4月 予防

533166890 村中橋 4.4 5.6 1 RC橋 片倉塩線 04最上 0 昭和 52 38 昭和48年4月 対症

533166900 薬師沢橋 9.4 5.6 1 PC橋 片倉塩線 04最上 0 昭和 50 40 昭和48年4月 予防

533166910 八幡橋 12.8 3.5 1 RC橋 片倉塩線 04最上 0 昭和 25 65 昭和14年2月 対症

533270130 観山橋 92.3 8.0 3 鋼橋 面野山鶴岡線 07庄内 0 昭和 47 43 昭和43年3月 予防

533271340 余慶橋 20.8 16.8 1 PC橋 面野山鶴岡線 07庄内 0 昭和 61 29 2次 昭和53年1月 予防

533271360 錦町陸橋 220.1 14.0 8 PC橋 面野山鶴岡線 07庄内 0 昭和 61 29 2次 昭和53年1月 予防

533271430 相見橋 17.3 9.7 2 PC橋 面野山鶴岡線 07庄内 0 昭和 36 54 2次 昭和31年5月 予防

集計資料

※ DBMYは、SIP成果「自治体向けインフラDB」を山形県用に改良する開発手法を採用
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プラットフォームの活動例２
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次世代人材育成や情報発信

自治体管理者向けの現地研修

学生および市民への公開講座
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今後の課題と展望
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 東北地域全体での活動の推進
 研究成果の社会実装
 人材育成制度の構築など


